
                                 令和 3 年 12 月 13 日 

 

入札参加希望者 様 

 

地方独立行政法人那覇市立病院 理事長 

（事務局 新病院建設室） 

 

 回  答  書  （４） 

工事名称  新那覇市立病院（仮称）病院棟建設工事 

No. 質  問 回  答 

１ 

（共通）H_A-003 図において、今回工事の建屋

範囲は 1-1 新病院棟・1-2 救急庇・1-3 医療ガス

機械室棟と考え、他の建屋は別途工事と考えて

宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

２ 

（共通）上記と重複致しますが、H_S-203～211

図 メインロータリー庇・歩道庇・多目的駐車場

庇・廃棄物棟・テラスブリッジについては、別途

工事と考えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

３ 

（共通）M_A-010 図 モデルルームの記載があり

ますが、以下をご指示ください。 

①モデルルームの施工場所をご指示ください。 

②外部廊下等施工範囲が不明です。病室も含

め平面図でご指示願います。 

①地下１階の中央倉庫と２階のコンビニ・イートイ

ンのスペースに、工事工程を勘案しながらの先

行モックアップ施工にてお見込み下さい。 

②補足資料（回答 No.3 別紙）を参照下さい。 

４ 

（共通）M_A-010 図 照明モックアップの記載が

ありますが、以下をご指示ください。 

①モックアップの施工場所をご指示ください。 

②モックアップのサイズ・範囲が不明です。図面

で範囲をご指示願います。 

①当該場所に先行モックアップ施工にてお見込

み下さい。 

②補足資料（回答 No.4 別紙）を参照下さい。 

５ 

（意匠）H_A-211 図 内部サイン表において、「別

途工事＊デザイン支給のみサイン」とあります

が、「デザイン支給のみサイン」の内容が理解で

きません。全て別途工事と考えて宜しいでしょう

か。本工事に含むものがある場合、具体的にご

指示ください。 

建築工事等の範囲ですが、デザイン案のみサイ

ン工事にて作成すると解釈下さい。 

６ 

（外構）H_C-033 図 舗装計画平面図において、

舗装色付き範囲及び H_C-035 図 植栽色付き

範囲以外の白抜き部分は既存のまま何もしない

と考えて宜しいでしょうか。 

着色部(白抜き以外)を工事範囲とします。 



７ 

（外構）H_C-035 図 施設構造詳細図１におい

て、立体駐車場周りにも凡例があり、STEP４の範

囲となっておりますが、M_A-026 図では STEP６

での施工となっており、工事範囲外と考えられま

す。また、H_C-036 図では「植栽工は別途工事

の為、参考図」とありますが、区分表では植栽工

事は本工事となっています。植栽工事は本工事

とし、今回工事の範囲・数量は、参考数量書の

通りと考えて宜しいでしょうか。 

立駐１周りの植栽も今回の施工対象です。

H_C-36 図の「植栽工は別途工事の為、参考図」

という表現は、誤りです。 

植栽数量は図面と参考数量書の値を参照下さ

い。 

８ 

（外構） H_C-039 図 外構サイン指示図におい

て、今回の工事範囲が不明確です。参考数量

書の数量を正と考えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

９ 

（提出書類等） 

「現場説明書」に記載の「建設工事請負契約約

款」とは、「那覇市建設工事請負契約約款」を適

用するものであるとの理解でよろしいでしょうか。

ご提示いただきました「工事請負契約書鑑（共

同企業体用）」には、約款の記載がございません

でしたので、貴法人の約款が別個にある場合に

は、約款をご提示いただきたく、お願い申し上げ

ます。 

「那覇市建設工事請負契約約款」をベースに、

本案件に係る「建設工事請負契約約款」を定め

ます。また、当該約款は落札者に提示します。 

１０ 

（提出書類等） 

別記様式１「入札書」、別記様式２「工事費等内

訳書」、別記様式３「総合評価落札方式に係る

確認資料等提出書」及び別記様式 14「入札参

加資格審査申請書」への調印につきまして、特

定建設共同企業体の代表者名義のみでよろし

いでしょうか。 

お見込みの通りです。 

ただし、記名押印欄の上部に当該共同企業体

の名称を記入するとともに、「代表者」と明記して

ください。 

 【記名押印欄記載例】 

○○・△△・□□共同企業体 代表者 

  所 在 地  

  商号又は名称  

  代 表 者 氏 名  

１１ 

（提出書類等） 

弊社代表者から委任を受けた弊社支店長が入

札を行う場合、入札時に委任状の提出が必要で

しょうか。 

入札、契約等の権限を代表者以外の者（代理

人）に委任する場合の手続きは、以下のとおりで

す。 

【委任状・使用印鑑届（様式自由）の提出】 

・入札、契約等の権限を代理人に委任する場合 

は代表者からの委任状を提出してください。 

・使用印鑑届は入札、契約等に使用する印鑑が

実印と異なる場合に提出。（実印と使用の両方

押印が必要です。） 



※写し不可。 

※法人の場合は、会社名及び役職名の記載が

ある印を押して下さい（個人の印は使用できませ

ん）。 

※入札説明書 3 頁「5.入札関係書類の提出」に

記載する子封筒Ｂに入れてご提出ください。 

※上記は、代理人が入札に参加する場合の委

任状ではありません。代理人が入札に参加する

場合の委任状は、入札説明書 5 頁「8.入札書の

開札及び落札候補者の決定」をご確認くださ

い。 

 

１２ 

（提出書類等） 

上記質問に関しまして、入札時に委任状の提出

が必要な場合、委任状は任意の書式でよろしい

でしょうか。 

No,１１の回答を踏まえ、任意の書式でご提出く

ださい。 

１３ 

（提出書類等） 

特定建設共同企業体として入札に参加する際、

JV 代表者以外の構成会社から JV 代表者へ見

積、入札、工事請負契約締結に関する権限を委

任するにあたり、委任状は任意の書式でよろし

いでしょうか。 

任意の書式でご提出ください。入札説明書 3 頁

「5.入札関係書類の提出」に記載する子封筒Ｂ

に入れてご提出ください。 

１４ 

（共通） 

山留及びｱｰｽｱﾝｶｰ施工時における磁器探査

は別途と考えてよろしいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

尚、山留の磁気探査は別途行う予定、アースア

ンカーの磁気探査は現時点では行う予定はあり

ません。 

 

１５ 

（共通） 

立体駐車場の空いたスペースに当社職員及び

監理者事務所を設置できるものと考えてよろし

いでしょうか。 

不可です。 

１６ 

（共通） 

参考ステップではｱｰｽｱﾝｶｰが敷地境界を越境

しております。施工後ｱｰｽｱﾝｶｰ除去を行う前提

で施工可能と考えてよろしいでしょうか。 

 

お見込みの通りです。 

１７ 

（共通） 

工事で使用する仮設電気は敷地外より引き込む

ものと考えてよろしいでしょうか。 

お見込みの通りです。 



１８ 

（共通） 

アスベスト調査報告書及び PCB 等有害物の分

析調査結果の開示をお願い致します。 

アスベスト調査報告書は、工事受注者に開示い

たします。また、本院は昭和 55 年 5 月に開設し

ており、PCB 使用安定器を使用した照明器具等

は設置されていません。 

 

１９ 
（共通） 

地質調査報告書の開示をお願い致します。 

補足資料（回答 No.19 別紙）を参照下さい。 

２０ 

（共通） 

別記様式 5.工事工程表に標準率の項目があり

ます。工種別の請負金比率と考えてよろしいで

しょうか。 

お見込みのとおりです。 

２１ 

（共通） 

既存躯体解体工事に関して曜日や作業時間の

制限があればご指示ください。 

特に制限はありませんが、病院運営や周辺環境

などの理由から突発的に制限が必要になる場合

があることにご留意ください。 

 

２２ 

（電気設備） 

E-001 

監視、通信、防災を含む弱電設備について、最

終的には新棟のみが残るため、既存とは別メー

カで考えてもよろしいでしょうか。ただしこの場

合、既存との連携は仮設で別メーカの表示装置

等を既存部に追加で設ける対応となります。 

メーカー指定はありません。 

２３ 

（電気設備） 

E-002 

上記について、既存システムとの連携が必須の

場合、既存メーカ及び工事店をご教授願いま

す。 

メーカー指定はありません。 

既設機器と連携可能なものとしてください。 

電話交換機：（株）沖縄エジソン（日立特約店）。 

２４ 

（電気設備） 

E-003 

PD_E-002 図の解体範囲の庭園灯と 003 図の庭

園灯の配置が異なります。庭園灯撤去は 002 図

（7 台）を正と考えてよろしいでしょうか。 

図示の通り、PD_E-002 の庭園灯 7 台と

PD_E-003 のモールライト 13 台としてください。 

２５ 

（電気設備） 

E-004 

PD_E-002 図の解体範囲の照明器具数量が『01 

参考数量書.pdf』には反映されておりません。電

気工事では外灯１台目への電源切り離しのみと

考え、撤去･処分は建築外構工事と考えてよろし

いでしょうか。 

解体範囲内の外灯電源切り離し及び照明器

具、配管配線の撤去・処分は、全て本工事に含

みます。 



２６ 

（電気設備） 

E-005 

PD_E-002（撤去図）北部外構の撤去対象外の

エリアにはポール外灯が５台記載されております

が、PD_E-026（改修図）では３台に減っておりま

す。元々３台で撤去する必要がないと考えてよ

ろしいでしょうか。 

 

 

お見込みの通りです。 

２７ 

（電気設備） 

E-006 

PD_E-026（改修図）では太線が本工事とありま

すが、判断が難しく、本工事部分の資料を追加

で頂くことは可能でしょうか。 

 

注記にて示している範囲になります。 

補足資料（回答 No.27 別紙）の雲マーク箇所を

参照下さい。 

２８ 

（電気設備） 

E-007 

M_A-005 マスター工事区分表（３）にて、電波障

害対策費、近隣対策費が建築･電気共同での本

工事となっておりますが、電波障害調査につい

ては記載がありません。 

電波障害調査の回数・ポイント数について、具

体的な内容をご教授願います。 

『電波障害対策と近隣対策』については方法が

不明確のため、見積できません。対策について

は別途工事と致します。 

 

 

M_ E-004 の「テレビ電波障害防除対策」に記載

の通りとします。 

『電波障害対策と近隣対策』は、協議よるものと

します。ただし、工事車両等（クレーンなど）によ

る電波障害対策は、施工者の方で行ってくださ

い。 

２９ 

（電気設備） 

E-008 

本工事は STEP4B までが本工事と考え、STEP5

以降で行う工事は別途と考えてよろしいでしょう

か。 

 

お見込みの通りです。 

 

３０ 

（電気設備） 

E-009 

屋外機器のＳＵＳの仕様につきましては、全てＳ

ＵＳ３１６と考えてよろしいでしょうか。 

 

お見込みの通りです。 

 



３１ 

（電気設備） 

E-010 

M_E-003,M_A-010 機器及び材料④実機によ

るデモの確認において、モデルルーム、モックア

ップの設置は工事エリア内と考えてよろしいでし

ょうか。モデルルーム・モックアップ・４階透析室・

１０階外壁ライン照明と記載がありますが、上記

に該当する照明器具、配線器具、弱電機器等を

別に手配、取付と考えてよろしいでしょうか。 

 

No.３、No.４の回答を参照下さい。 

また、該当する照明器具、配線器具、弱電機器

等の手配、取付は、全て本工事に含みます。 

３２ 

（電気設備） 

E-011 

上記 E-010 において、照明器具は下記台数と

考えてよろしいでしょうか。 

4 床室：K×1、R×4、U×1、DLB2×4、DLS1×

3、IDS1×4 

1 床室：K×1、Q6×1、R×1、U×1、DLB2×1、

DLS1×3、IDS1×4 

特床室：H15×3、K×2、Q6×2、R×1、U×1、

DLB2×1、DLS1×4、IDS1×1 

外部廊下：ID1×5    WC（4 床室）：Y6×1 

1 階総合受付：DS1×11、サイン用 WW×7  一

般ホール：SL2a×12、SL2ｂ×2、サイン用 WW×

2 

4 階透析室：ダウンライト型プロジェクター及びス

ピーカー各 1 台 

10 階 外壁ライン照明 5 台 

モデルルーム、モックアップは照明器具のみを

点灯確認とし、その他は取付のみと考えてよろし

いでしょうか。 

 

 

左記と異なる箇所を下記に記載します。 

・1 床室：IDS1×4（誤）→IDS×1（正） 

・スタッフステーションカウンターも対象です。 

モデルルームモックアップは照明器具のみを点

灯確認とし、その他は取付のみと考えてよろしい

です。 

３３ 

（電気設備） 

E-012 

M_E-004,M_A-002 耐震施工について

M_A-002 より重要機器をＳクラス、一般機器をＡ

クラスと考えてよろしいでしょうか。 

 

 

お見込みの通りです。 

 



３４ 

（電気設備） 

E-013 

M_E-C-001,M_E-E-016 発電機設備において

本工事範囲（７）電気配線工事の詳細が不明で

す。又、発電機－受変電設備間の配線、配線、

管路作成及び耐圧試験の記載がありません。数

量表にも記載がありませんので、別途と考えてよ

ろしいでしょうか。本工事の場合は詳細をご教示

お願い致します。 

 

発電機システムを構築するための通信線及び電

源線は全て本工事です。数量書内では「標準工

事費 搬入・据付工事、配管配線ダクト工事等」

が該当します。 

受変電-発電機間の配線については 

E-C-001,E-E-002 の図面に記載しています。 

発電機-受変電設備間の高圧幹線は

EM-FPT6.6kV100°相当をお見込みください。 

 

３５ 

（電気設備） 

E-014 

H_E-E-001 高圧幹線の工事区分についてで

すが、PAS 設置～受変電設備への接続、高圧

ケーブルの耐圧試験を本工事と考えてよろしい

でしょうか。 

 

 

お見込みの通りです。 

 

３６ 

（電気設備） 

E-015 

H_E-E-001～017 EPS 内のケーブルラックにつ

いて、系統図に ZM1000×20 本+ZM1000×15

本と記載があります。１０階～B１階まで全て上記

の本数と考えてよろしいでしょうか。 

 

お見込みの通りです。 

 

３７ 

（電気設備） 

E-016 

H_E-E-006 熱源機械室内設置の ES 工事の電

源、接地についてですが、系統図に記載があり

ますが、工事区分を正と考え別途としてよろしい

でしょうか。 

 

お見込みの通りです。 

 

３８ 

（電気設備） 

E-017 

H_E-F-008 動力盤 P-10-4 について屋内自立

型指定色塗装になっていますが屋外設置のた

め、屋外自立型 SUS 製指定色塗装と考えてよろ

しいでしょうか。 

 

お見込みの通りです。 

 



３９ 

（電気設備） 

E-018 

H_E-H-001、H_E-J-001～007 電灯設備平面

図注記９にて街路灯は指定色塗装とすると記載

があり、照明器具姿図の注記５にて指定色とす

ると記載があります。姿図の注記は詳細が不明

の為、街路灯（MR1,MR2）のみ指定色と考えて

よろしいでしょうか。 

 

照明器具記号 MR1、MR2、ＬＰ1 を指定色塗装と

します。 

 

４０ 

（電気設備） 

E-019 

H_E-K-001 照明コントローラーLCU について、

系統図にて６階、９階に設置の記載があります

が、平面図に記載がありません。系統図通り６

階、９階 EPS 内に設置と考えてよろしいでしょう

か。 

 

 

お見込みの通りです。 

 

４１ 

（電気設備） 

E-020 

H_E-H-007～H_E-E-036 電灯設備平面図に

記載のセレクタースイッチですが、回路数の記

載の無いセレクタースイッチ（SS 付近）がありま

す。全て１Ｌと考えてよろしいでしょうか。 

下記としてください。 

5 階病棟（L-5-1）：共用部 22L 

（L-5-4）：共用部 27L 

6 階病棟（L-6-1）：共用部 27L 

（L-6-3）：共用部 23L 

7 階病棟（L-7-1）：共用部 25L 

（L-7-3）：共用部 22L 

8 階病棟（L-8-1）：共用部 25L 

（L-8-3）：共用部 23L 

9 階病棟（L-9-1）：共用部 30L 

（L-9-3）：共用部 22L 

 

４２ 

（電気設備） 

E-021 

H_E-Q-003、H_E-AA-003 Ｘ８－ＹＦＧ間の空

配管が、構内配電線路図、構内通信線路図で

は確認できますが、免震階平面図では確認でき

ません。構内配電線路図、構内通信線路図を正

とし、各ＦＥＰ５０×２本をＸ７通りのケーブルラック

まで配管すると考えてよろしいでしょうか。 

 

お見込みの通りです。 

 



４３ 

（電気設備） 

E-022 

H_E-Q-004 H_E-Q-004 の平面図にワイヤリン

グダクトの記載がありますが、詳細が不明です。

W=300、D=200、H=CH（天井まで）と考えてよろ

しいでしょうか。 

鋼板製 200×100（床から天井まで）としてくださ

い。 

 

４４ 

（電気設備） 

E-023 

H_E-AA-001 マニホールド室について、ＳＴＥＰ

図ではＳＴＥＰ４Ｂにおいて新病院棟建設後とな

っておりますが配線、配管等は新病院棟建設中

に行なえるものと考えてよろしいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

４５ 

（電気設備） 

E-024 

H_E-AA-002 構内配電線路、通信線路図にお

いて既設建物がある箇所の掘削工事が本工事

となっています。本工事中の施工が可能と考え

てよろしいでしょうか。（別紙参照） 

お見込みの通りです。 

配管やハンドホール位置は、現地調整を行い、

設置するものとお考え下さい。また、仮囲い範囲

外の掘削は、施工計画書を立て、安全かつ運用

に支障の無いようにして下さい。 

４６ 

（電気設備） 

E-025 

H_E-AA-001 既設 PBX との光ケーブル接続に

ついてですが、メッセンジャー、外壁露出配管が

不明ですのでご教示お願い致します。又、既設

建屋内取込後は１０ｍ程と考えてよろしいでしょ

うか。 

H_E-AA-003 に記載の通り、メッセンジャーワイ

ヤー14sq 相当、外壁露出配管 G54 相当とお考

え下さい。既設建屋内取込み後、20m 程度見込

んで下さい。 

４７ 

（電気設備） 

E-026 

H_E-O-001,H_E-V-001～020 総合盤収容機

器対応表にて、呼出表示器が２台含まれていま

すが、インターホン、ナースコール、非常通報設

備の図面に記載がありません。呼出表示器２台

は不要と考え、総合盤を１２面体→１１面体と考

えてよろしいでしょうか。 

呼出し表示器は 1 台のみとします。ただし、総合

盤面数は 12 面体としてください。採用メーカー

により、機器の寸法が異なる可能性があるため、

必要内容を集約した面数と捉えて下さい。 

４８ 

（電気設備） 

E-027 

H_E-O-001 ＳＰＤ凡例表・仕様の記載がありま

すが、ＳＰＤ設置個所が不明です。屋外から引き

込む機器（自火報、ＩＴＶ）屋上設置機器（テレ

ビ）に設置と考えてよろしいでしょうか。 

SPD の設置個所は H_E-O-001 ＳＰＤ凡例表・

仕様に記載の凡例に基づき設置してください。 

屋外から引き込む機器（ＩＴＶ）屋上設置機器（テ

レビ）に設置と考えてよろしいです。 



４９ 

（電気設備） 

E-028 

H_E-O-003.004 弱電設備の引込配管につい

て、地盤変位材の記載がありません。特記仕様

書、又強電同様地盤変位材が必要と考えてよろ

しいでしょうか。 

 

 

お見込みの通りです。 

５０ 

（電気設備） 

E-029 

H_E-E-005.H_ES-E-001 免震層ケーブルラッ

クについてですが、幹線設備図では Z35、ES 事

業幹線設備図【参考】、数量表では AL になって

います。電気設備図 H_E-E-005 を正とし、Z35 と

考えてよろしいでしょうか。 

 

お見込みの通りです。 

５１ 

（電気設備） 

E-030 

H_ES-E-007 受変電設備におきまして、数量表

にケーブルラック（鋼板製）２５０H ６００ｍｍと記

載があります。H_ES-E-007【参考図】に記載の

電気室ピット内と考え、ケーブルダクト（蓋無）２５

０H ６００ｍｍを本工事と考えてよろしいでしょう

か。 

 

お見込みの通りです。 

５２ 

（電気設備） 

E-031 

H_A-142 洗浄度・感染エリア仕様書にて、クラ

ス１０，０００エリアで清潔区域と準清潔区域の記

載があります。記載通り、準清潔エリア内電気設

備は一般仕様と考えてよろしいでしょうか。 

 

お見込みの通りです。 

５３ 

（電気設備） 

E-032 

M_A-002 Ⅲ.工事区分において、本設電力引

込負担金が電気工事になっていますが金額が

不明です。負担金はいくら計上したらよろしいで

しょうか。 

 

本線 68,200 円、予備電源線 68,200 円、 

計 136,400 円を計上願います。 



５４ 

（電気設備） 

E-033 

PD_E-008 他 照明器具設備について、解体範

囲の照明器具に PCB が含まれていますか？含

んでいる場合、弊社において、調査及び PCB に

該当する照明器具の撤去を行うことができませ

ん。別途撤去業者を手配お願いします。電源の

処理までは弊社対応にて行います。 

PCB が含まれていないことが明確であれば、図

示の通り撤去対応致します。 

 

No.１８の回答を参照下さい。 

５５ 

（電気設備） 

E-034 

PD_E-026 他 改修図面において、①注記に「太

線のみを本工事とする」と表記がありますが、図

面を拝見して線の太さがわかりにくいです。赤黒

表示で、改修工事対象を赤、それ以外（工事と

関係ないもの）を黒表示など工夫できません

か？ 

 

No.２７の回答に参照下さい。 

５６ 

（機械設備） 

M_M-002 特記（１）1.工事概要（４）工事種目 

換気設備 3.医療ガス機械室棟に〇がついてい

ますが、 図面および参考数量書ともに該当箇

所が不明です。該当箇所および参考数量ご指

示願います。 

 

補足資料（回答 No.56 別紙）の通りとして下さ

い。 

５７ 

（機械設備） 

M_M-002 特記（１）1.空調 ④チャンバー類 1）

外壁に面するガラリに取り付けるチャンバー及び

ダクトは＊ステンレス鋼板とありますが参考内訳

に SUS ダクト、チャンバーありません。ガラリチャ

ンバー類は接続されるダクト材質と同様と考えて

宜しいでしょうか。 

特記を正として、ステンレス鋼板製としてくださ

い。 

５８ 

（機械設備） 

M_M-003 特記（2）2.換気設備 ②ダクト材料 

SUS（高温排気）に〇がついています。参考内訳

にもないようです。該当する系統があればご指

示願います。 

不要とします。 



５９ 

（機械設備） 

M_M-005、H_AC-A-001 特記（4）配管材料 ド

レン管 高温排水（蒸気加湿ドレン） SGP です。

蒸気加湿ドレンとは、機器表 空調機（１） 外調

機に電熱式蒸気加湿器の設置される外調機ド

レンが該当すると考えて宜しいでしょうか。加湿

器の設置されない外調機ドレンはVPと考えて宜

しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

６０ 

（機械設備） 

M_M-005 同上、SGP と VP ドレン合流後は SGP

と考えて宜しいでしょうか。 

原則、VP とします。 

 

６１ 

（機械設備） 

H_AC-A-001、H_A-142 建築図 清浄度仕様

書記載の清浄区域（HEPA 使用）系統の外調機

ダクトは、クリーンルーム仕様と考えて宜しいでし

ょうか。 

お見込みの通りです。 

６２ 

（機械設備） 

H_AC-C-001、H_A-142 制気口リスト（１）B1 階 

抗がん剤準備室 OHU-1 SOA VHS ですが、

建築図 清浄度仕様書記載では HEPA とありま

す。制気口リストを正と考えて宜しいでしょうか。

＊5 階調乳室も同様 

HEPA とします。＊5 階調乳室も同様 

６３ 

（機械設備） 

H_AC-C-001 同上、抗がん剤準備室 SOA ダ

クト分岐後の枝ダクトは、クリーンルーム仕様と考

えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

６４ 

（機械設備） 

H_AC-C-019、H_AC-F-005 フィルターユニット

リスト FU-B1-1 除塩フィルターですが、地下 1

階ダクト平面（１）下部注記 3.では HEPA と記載

があります。機器表を正と考えて宜しいでしょう

か。 

お見込みの通りです。 

６５ 

（機械設備） 

H_AC-C-001、H_AC-F-020 制気口リスト（10）5

階 HEPA と記載のある箇所と 5 階ダクト平面図

（１）注記 6.記載の内容に相違があります。例）注

記では USWC HEPA 制気口リストではＨＳ制気

口リストを正と考えて宜しいでしょうか。 

 

お見込みの通りです。 



６６ 

（機械設備） 

H_AC-D-001 熱源フロー図 左上 CGS からの

排気筒 煙道までは病院工事の区分ですが、平

面に記載ありません。全て ES 工事と考えて宜し

いでしょうか。 

煙道はすべてエネルギーサービス工事です。 

煙突からの曲がり部はフランジ取合部まで本工

事（建築）となります。 

建築図 H_A-243 図を参照ください。また、本図

の”B1F 煙道取合部”図の”（設備工事）”は”（エ

ネルギーサービス工事）”と読み替えます。 

６７ 

（機械設備） 

H_AC-D-004，011 配管系統図（3） B1 階熱源

機械室の冷水温水、ES 工事の取り合いは床上

1.0m 程度と考えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

６８ 

（機械設備） 

H_AC-D-004 配管系統図（3） 冷水温水 立

管及び平面において伸縮継手の記載がありま

せん。不要と考えて宜しいでしょうか。 

伸縮継手 300A,5 個 伸縮継手 200A,5 個をお見

込み下さい。 

６９ 

（機械設備） 

H_AC-D-013 地下 1 階配管図(3)Ⓙ④通り測定

室 放射遮蔽範囲ですがダクト図には記載があ

りません。配管図を正と考えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

７０ 

（機械設備） 

H_AC-D-014、H_A-240 1 階配管平面図（１） 

Ⓒ⑦ 聴力検査室 放射線遮蔽範囲ですが建

築図 シールド詳細図には記載がありません。

設備図を正と考えて宜しいでしょうか。１階平面

図（２）脳波検査室等同様箇所あり。 

 

シールド範囲は建築図 H_A- 235～241 および 

OP 室６，７，８の 3 室としてください。 

聴力検査室は不要です。脳波検査室も同様に

不要となります。 

７１ 

（機械設備） 

H_AC-D-020、H_AC-H-006 3 階配管平面図

（１）各手術室ドレンの記載がありますが 3F 手術

室配管図では、FL+100 取合い、以降本体空調

工事とあります。また本体空調図面では床下配

管、手術配管図ではポンプアップです。本体空

調図を正と考えて宜しいでしょうか。 

 

ポンプアップを正としてください。 

７２ 

（機械設備） 

H_AC-F-005 地下 1 階ダクト平面（１）下部注記

6.解剖室制気口 HEPA ですが、接続される系統

ダクトはクリーンルーム仕様と考えて宜しいでしょ

うか。 

 

お見込みの通りです。 



７３ 

（機械設備） 

H_AC-F-014、AC-H-001 3 階ダクト平面図（1） 

各手術室に RD の記載があります。手術室空調

概要、工事区分において差圧ﾀﾞﾝﾊﾟｰ手術室空

調工事とあります。手術室工事を正と考えて宜し

いでしょうか。 

 

お見込みの通りです。 

ダクト図 H_AC-F-014,015 の RD については削

除とします。 

７４ 

（機械設備） 

H_AC-H-005 手術室ダクト図 OP 室 7 X 線防

御とありますが、建築図 シールド詳細図には記

載がありません。手術室図を正と考えて宜しいで

しょうか。 

 

シールド範囲は建築図 H_A- 235～241 および 

OP 室６，７，８の 3 室としてください。 

７５ 

（機械設備） 

H_AC-I-001，002 排煙図面において防火区画

部 HFD の記載がありません。また耐火ダクト仕

様個所もありませんが不要と考えて宜しいでしょ

うか。（内訳もありません。） 

（６７）（６８）HFD については以下の数量をお見

込み下さい。 

200×200,28 個、400×300,4 個、500×400,1

個、600×200,5 個、600×400,1 個、600×600,2

個、700×300,2 個、700×500,1 個、700×600,4

個、800×300,1 個、800×400,2 個、800×600,2

個、800×700,1 個、900×300,1 個、900×400,8

個、1000×400,13 個、1100×300,3 個、1100×

400,2 個、1200×300,1 個、1200×400,1 個、

1400×400,2 個 

 

７６ 

（機械設備） 

H_AC-I-002 地下 1 階排煙平面図 Ⓕ③ DS

設置の給気口 DS 防火区画ですが、ＨFD 必要

ありませんでしょうか。 

 

上記同様 

７７ 

（機械設備） 

PD_AC-001 他 撤去機器仕様、配管・ダクト・制

気口の数量および種類・サイズが不明です。既

設図面および機器表、三晃数量書を提示願い

ます。また、図示内のダクト、配管は全て撤去す

るものと考えて宜しいでしょうか。 

補足資料（回答 No.77 別紙）を参照下さい。 

ダクト、配管の撤去については、お見込みの通り

です。 

７８ 

（機械設備） 

（共通） 空調配管系統図、平面図に英字表記

はありますが、対応する冷媒管サイズリストがあり

ません。リストを提示願います。 

補足資料（回答 No.78 別紙）を参照下さい。 



７９ 

（機械設備） 

H_AC-A-003、H_AC-D-011 機器表 EHP(2) 

EHP-B104 冷暖切替ですが、地下1階（１）平面

図では BS ユニットが設置され、冷媒サイズ英小

文字です。平面を正とし機器を冷暖同時と考え

て宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

EHP-B104 を冷暖同時仕様として下さい。 

８０ 

（機械設備） 

H_AC-A-003、H_AC-D-014 4 階配管平面（2）

ⒷⒸ④ 設備機械室設置の OHU ドレンⒷⒸ 

④⑤ ドレン立管に接続と思われますが、詳細

図横引き 65A に対し立管 32A です。立管サイズ

を変更するか、もしくは OHU 系統立管別系統す

るかをご指示願います。 

竪管サイズを 80A として、32A 44m を 80A 44m

として下さい。 

８１ 

（機械設備） 

H_AC-A-003、H_AC-D-014 機器表 EHP(2) 

EHP-B103 冷暖同時ですが、1 階（１）平面図で

は BS ユニットの記載が無く、冷媒サイズも英大

文字です。機器表を正とし BS ユニット設置と考

えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

BS ユニット、冷媒用被覆銅管 （高圧ｶﾞｽ管）

22.2φ,147m を追加でお見込み下さい。 

８２ 

（機械設備） 

H_AC-A-053、H_AC-F-001 機器表 FAN(1) 

FE-B-18 調理室（火器換気）ですが、ダクト系

統図下部注記では塩ビコーティングダクトです。

注記通りで宜しいでしょうか。 

火気部位は板厚を 1 番手アップし、亜鉛鉄板ダ

クトとしてください。 

長方形ﾀﾞｸﾄ:塩ビコーティング鋼板 

0.6mm,17m2、0.8mm,321m2 を 

長方形ﾀﾞｸﾄ:共板工法 0.8mm,17m2、アングル

フランジ工法 1.0mm,321m2 としてください。 

８３ 

（機械設備） 

H_AC-A-053 機器表 FAN(1) FE-B-30 安全

キャビネット排気ですが、ダクト材料は亜鉛鉄板

で宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

８４ 

（機械設備） 

H_AC-A-053 機器表 FAN(1) FE-B-32.33 

排水処理槽排気 機器耐食型ですが、ダクト材

料は亜鉛鉄板で宜しいでしょうか。 

 

塩ビコーティングとしてください。 

150φ,112m、200φ,108m をお見込み下さい。 

８５ 

（機械設備） 

H_AC-A-054 機器表 FAN(2) FE-4-20.21 

洗浄機器排気ですが、ダクト材料は亜鉛鉄板で

宜しいでしょうか。 

 

塩ビコーティングとしてください。 

300φ,85m をお見込み下さい。 



８６ 

（機械設備） 

建築図と特記仕様書にクリーンルーム範囲があ

りません。手術室のみクリーンルーム範囲と考え

て宜しいでしょうか。 

空気清浄度の管理については、建築図 H_A- 

142～145 を参照ください。 

８７ 

（機械設備） 

M_M-003 一般排水(厨房排水を除く）について

特記仕様書と配管管材表より全て VP の記載が

あります。参考数量書にも VP ですので耐火二

層管はなしで全箇所 VP を使用して宜しいでしょ

うか。 

異なる場合ご指示ください。 

お見込みの通りです。 

８８ 

（機械設備） 

M_M-003，006 排水ポンプアップの管材は特記

仕様書と配管管材表にありません。参考数量書

では VP となっています。排水 PU、雨水 PU は全

て VP として宜しいでしょうか。HIVP などの指定

があれば、ご教示願います。 

該当する PU 配管は排水用ノンタールエポキシ

鋼管（WSP032）としてください。 

８９ 

（機械設備） 

M_M-003，006 通気の管材について、配管管

材表より VP、FDP の記載があります一般：FDP、

ピット・外露出：VP と考えて宜しいででしょうか。 

お見込みの通りです。 

９０ 

（機械設備） 

M_M-003，006 下記の排水管の管材は特記仕

様書と配管管材表にありません。一般排水と同

様の使い分けで宜しいでしょうか。  

*検査排水*感染排水*透析排水*RI 排水*特定

施設排水 

お見込みの通りです。 

９１ 

（機械設備） 

M_M-003，006 下記の通気管は特記仕様書と

配管管材表にありません。一般通気と同様の使

い分けで宜しいでしょうか。  

*検査排水用通気*感染排水用通気*透析排水

用通気*RI 排水用通気*特定施設排水用通気 

 

お見込みの通りです。 

 

９２ 

（機械設備） 

M_M-003，006 高温排水と高温排水用通気は

特記仕様書と配管管材表にありません。HTVP

として宜しいでしょうか。 

 

高温排水は SGP として、高温通気は HTVP とし

てください。 



９３ 

（機械設備） 

M_M-004 地中埋設標について特記仕様(3）よ

り油管、給水管、屋外排水管の配管の分岐及び

曲がり部に設けると記載あります。屋外排水管も

地中埋設標を見込む必要あると考えて宜しいで

しょうか。 

不要とします。 

９４ 

（機械設備） 

M_M-003 給水、給湯、排水のバルブ仕様につ

いて特記仕様書に特に記載ありませんが、参考

数量書では 65A 以上はバラフライ弁を使用して

います。参考数量書と同様に考えて宜しいでし

ょう。 

お見込みの通りです。 

９５ 

（機械設備） 

（各所） 制気口リストと平面図で相違があります

が、制気口リストと平面図のどちらを正とすれば

宜しいでしょうか。 

平面図を正としてお見込み下さい。 

９６ 

（構造） 

嵩上げコンクリート、押えコンクリート等の雑

コンクリートのコンクリート強度及びスラン

プ値が不明です御指示下さい。 

ＦＣ１８・Ｓ１５としてください。 

９７ 

（構造） 

H_S-080 図 リニアックのマットスラブ上にシ

ンダーコンクリートの記載がありますが、嵩上

げコンクリート（普通コンクリート）と考えて

宜しいでしょうか。また軽量コンクリートとな

る場合は、コンクリート強度及びスランプ値が

不明です御指示下さい。 

嵩上げコンクリート（普通コンクリート）とし

てください。 

９８ 

（構造） 

H_S-044～047 図 下記擁壁の内側縦筋につい

て、擁壁リスト（１）に記載のある擁壁リスト

と擁壁リスト（２）（３）（４）に記載のある配

筋詳細図で下記のように相違します。擁壁リス

ト（１）を正と考えて宜しいでしょうか。 

擁壁リスト（１） 配筋詳細図 

ＦＷ１３０ 内側縦筋：Ｄ２２＠１５０  Ｄ２

５＠１５０ 

ＦＷ１６０ 内側縦筋：Ｄ２２＠１５０  Ｄ２

５＠１５０ 

ＦＷ１８０ 内側縦筋：Ｄ２２＠１５０  Ｄ２

お見込みの通りです。 



５＠１５０ 

ＦＷ２２０ 内側縦筋：Ｄ２５＠１５０  Ｄ２

９＠１５０ 

９９ 

（構造） 

H_S-068 図 構造スリット材の幅について、Ｒ

Ｃ部材リストの共通事項に縦スリットはＷ：３

０以上と記載がありますが、縦スリットは全て

Ｗ３０と考えて宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

100 

（構造） 

H_S-202 図 救急庇 基礎及び地上コンクリー

トのスランプ値が不明です御指示下さい。 

基礎：Ｓ１５、地上：Ｓ１８としてください。 

101 

（構造） 

H_S-201 図 救急庇 地盤改良の記載がありま

すが、固化材の添加量が不明です御指示下さ

い。 

想定添加量 300kg/m3 としてください。 

施工時添加量は、事前に改良対象土の配合試験

を実施し、試験結果と配合強度を基に決定して

ください。 

102 

（構造） 

H_C-044 図 医療ガス機械室棟 基礎及び地上

のコンクリート強度及びスランプ値が不明で

す御指示下さい。 

基礎：ＦＣ２４・Ｓ１５、地上：ＦＣ２４・Ｓ

１８としてください。 

 

103 

（構造） 

H_C-044 図 医療ガス機械室棟 耐圧版下に地

盤改良があり、構造図によるとなっています

が、構造図に記載が無く詳細が不明です。救急

庇同様、エポコラム工法と考えて宜しいでしょ

うか。その場合、改良径、高さ、固化材添加量

が不明です御指示下さい。 

基礎下から深度 2m の範囲を浅層改良（固化材

添加量 100kg/m3）を見込んでください。 

104 

（構造） 

各部材リストにおいて、下記の部材は一般部材

に見当たりません。ＢＨ材に読み替えて宜しい

でしょうか。 

H_S-053 図 柱リスト（１） 

①1FL 柱：C2A H-700×400×19×28 

②B１FL 柱：C3 H-700×400×19×25 

③1FL 柱：C3A H-700×300×19×25 

H_S-057 図 B1 階大梁リスト 

④B1F 大梁：GY1A SH-850×450×19×40 

H_S-059 図 SRC 大梁リスト（１） 

⑤1F 大梁：GY3 H-900×450×19×40 

⑥1F 大梁：GY3A H-700×450×19×40 

宜しいです。 



H_S-060 図 SRC 大梁リスト（２） 

⑦3F 大梁：GX12A H-700×400×16×36 

105 

（構造） 

H_S-053 図 柱リスト（１）において、１ＦＬ

Ｃ１、Ｃ２Ａのリストの備考に、（ ）は柱脚

を示すと指示がありますが、柱脚部の範囲が不

明です。Ｂ１階梁の仕口部分と考えて宜しいで

しょうか。 

仕口部から１階柱継手以下の範囲としてくだ

さい。 

106 

（構造） 

H_S-081 図において、Ｓ・ＳＲＣ補強リストが

ありますが、Ｓ梁、ＳＲＣ梁の各数量が不明で

す。ＳＲＣ梁には鋼管補強が必要となりますの

で、Ｓ・ＳＲＣ補強リストの各項目について、

ＳＲＣ梁の該当数量をご指示下さい。 

下記数量としてください。 

165.2×3.8 L=800 ： 19 か所 

216.3×4.5 L=700 ： 63 か所 

216.3×4.5 L=800 ： 200 か所 

318.5×6.0 L=700 ： 48 か所 

318.5×6.0 L=800 ： 21 か所 

355.6×6.4 L=600 ： 2 か所 

355.6×6.4 L=700 ： 3 か所 

355.6×6.4 L=800 ： 6 か所 

406.4×6.4 L=800 ： 66 か所 

457.2×6.4 L=800 ： 9 か所 

 

107 

（構造） 

H_S-074.H-A-063 図 階段－D の中間踊り場受

け小梁の部材符号が、下記のように相違しま

す。構造階段詳細図（４）を正と考えて宜しい

でしょうか。 

・構造階段詳細図（４） ：ＳＢ３０、ＳＢ３

５ 

・意匠階段詳細図（３） ：ＳＢ１５ 

 

お見込みの通りです。 

108 

（構造） 

H_S-075.H-A-064 図 １階エントランスホール

直階段の台座、段板プレートの仕様が、下記の

ように相違します。構造階段詳細図（５）を正

と考えて宜しいでしょうか。 

・構造階段詳細図（５） ：台座 ＰＬ－１２、

段板プレート ＰＬ－１２ 

・意匠階段詳細図（４） ：台座 ＰＬ－９、

段板プレート ＰＬ－６ 

 

お見込みの通りです。 



109 

（構造） 

H_S-076.H-A-065 図 螺旋階段のささらプレー

トの仕様が、下記のように相違します。構造階

段詳細図（６）を正と考えて宜しいでしょうか。 

・構造階段詳細図（６） ：ささらプレート Ｐ

Ｌ－９ 

・意匠階段詳細図（５） ：ささらプレート Ｐ

Ｌ－６ 

 

 

お見込みの通りです。 

110 

（構造） 

H_S-076-2.H-A-066 図 螺旋階段のささらプレ

ートの仕様が、下記のように相違します。構造

階段詳細図（７）を正と考えて宜しいでしょう

か。 

・構造階段詳細図（７） ：ささらプレート Ｐ

Ｌ－１６×３００ 

・意匠階段詳細図（６） ：ささらプレート Ｆ

Ｂ－１２×３００ 

 

お見込みの通りです。 

111 

（構造） 

H_A-059 図 矩計図（９）において、７通り側

に吊り庇の断面がありますが、庇屋根、幕板部

分のアルミ下地鉄骨の詳細が不明です。下記の

ように考えて宜しいでしょうか。 

＜庇屋根、幕板下地鉄骨＞ 

・部材 Ｃ－１００×５０×２０×２．３ @

６００ 

・継手 ガセットプレート：ＰＬ－６、普通ボ

ルト：２－Ｍ１２ 

 

宜しいです。 

112 

（構造） 

H_EE-007.008.H_S-079-2 図 １・２・３号機エ

レベーター詳細図（３）（４）において、立柱

Ａ（３個所）と指示がありますが、昇降路平面

図、エレベーター伏図では２か所と相違しま

す。立柱Ａは２か所が正と考えて宜しいでしょ

うか。 

 

お見込みの通りです。 



113 

（構造） 

H_EE-012～016.H_S-079-2 図 ４－７号機エレ

ベーター詳細図（１）～（５）とエレベーター

伏図で、立柱の部材が下記のように相違しま

す。エレベーター伏図を正と考えて宜しいでし

ょうか。 

・４－７号機エレベーター詳細図（１）～（５） 

 立柱Ａ □－２００×２００×１２ 

 立柱Ａ □－２５０×２５０×１２ 

・エレベーター伏図 

 立柱ＥＰ２０ Ｈ－２００×２００×８×

１２ 

 立柱ＥＰ２５ Ｈ－２５０×２５０×９×

１４ 

 

お見込みの通りです。 

114 

（構造） 

H_EE-031 図 １１号機エレベーター詳細図

（３）において、吊りビーム（建築工事）の指

示がありますが、部材詳細が不明です。Ｈ－１

７５×１７５×７．５×１１と考えて宜しいで

しょうか。 

 

宜しいです。 

115 

（構造） 

H_EE-038 図 小荷物専用昇降機詳細図におい

て、立柱：Ｈ－１００×１００×６×８の指示

がありますが、柱脚詳細が不明です。立柱：Ｈ

－１００×１００×６×８の柱脚詳細（アンカ

ーボルトの径・本数、ベースプレートの厚さ・

寸法）を御指示下さい。 

 

以下の通りとしてください。 

立柱：H-100×100×6×8 

A.Bolt2-M16(l=480 ダブルナット締めフック付

き)、BPL-12×150×150 

中間ビーム：H-100×100×6×8 

HTB2-M16、GPL-6 

116 

（外部） 

防水押えコンクリート内の溶接金網の仕様が

下記の様に相違します。φ６－１００×１００

を正と考えて宜しいでしょうか。 

・H_A-188 図/D1-02：φ６－１００×１００ 

・H_A-051 図 凡例②：φ６－１５０×１５０ 

・H_S-002-1 図：φ６－１００×１００ 

 

 

お見込みの通りです。 



117 

（外部） 

パラペット笠木の仕上が下記の様に相違しま

す。超速硬化ウレタン塗膜防水を正と考えて宜

しいでしょうか。 

・H_A-051 図：笠木、見付共に凡例⑤防水型複

層塗材Ｅ、水性弾性フッ素樹脂塗装 

・H_A-188 図/D1-04：超速硬化ウレタン塗膜防

水 

お見込みの通りです。 

118 

（外部） 

H_A-051 図 矩計図（１） 凡例⑩、凡例⑪に

ハーフＰＣの記載がありますが、矩計図（２）

ではコンクリート打放補修と相違します。コン

クリート打放補修を正とし、ハーフＰＣは誤記

と考えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

119 

（外部） 

H_A-188 図/D1-10 メンテナンス用鉄骨階段

詳細図において、外部鉄部は溶融亜鉛メッキと

ありますが、溶融亜鉛メッキ仕上と考えて宜し

いでしょうか。 

お見込みの通りです。 

120 

（外部） 

H_A-189 図/D2-12 マシンハッチ Ａ－Ａ断

面図に排水パイプφ３０の記載がありますが、

材質、ピッチが不明です御指示下さい。 

SUS パイプφ３０をマシンハッチ１台あたり８

カ所お見込み下さい。 

121 

（外部） 

H_A-190 図/D3-01 講堂トップライト 平面

図において、呼称寸法２，２５０、６５０の記

載がありますが、表内のガラス寸法では１，３

２０×１，１０３ ４枚とあり、トップライト

に納まらずサイズの整合が取れていません。ま

た、５階平面詳細図では２，２００×１，３０

０程度と相違します。トップライトサイズを御

指示下さい。 

 

以下に読み替え下さい。 

W 呼称寸法=1,300、L 呼称寸法=2,000 

ガラス寸法=1,320×1,103 – 2 枚 

122 

（外部） 

H_A-072 図 １階平面詳細図（３） Ｋ通りにメ

ンテナンス通路の記載がありますが、具体的な

範囲が不明です。平面図にて床の範囲を御指示

下さい。 

 

補足資料（回答 No.122 別紙）を参照下さい。 



123 

（外部） 

バルコニー手摺の仕様が下記の様に相違しま

す。部分詳細図（３）を正と考えて宜しいでし

ょうか。 

・H_A-011 図 外部仕上表 バルコニー手摺：

ＦＢ－６×２．５＠９００ 溶融亜鉛メッキ 

ワイヤー 

・H_A-190 図 部分詳細図（３） Ｄ３－０３ 

スチール手摺（バルコニー）：スチール溶融亜

鉛メッキ＋ＤＰ 手摺 φ３４×３．２、支柱 

φ３４×３．２＠１，２００ 手摺子 φ１３

＠１００、横桟 φ３４×３．２   

                                           

お見込みの通りです。 

124 

（外部） 

H_A-087 図 ６階平面詳細図 Ｋ通り ２～３

間にプランターの記載がありますが、H_A-053

図 矩計図（３）ではプランターの記載があり

ません。プランターは必要と考えて宜しいでし

ょうか。 

お見込みの通りです。 

125 

（外部） 

H_A-097 図 Ｒ１階平面詳細図 Ｉ通り付近に

太陽光基礎 ３２か所の記載がありますが、図

示では１６か所しかありません。１６か所を正

と考えて宜しいでしょうか。 

 

お見込みの通りです。 

126 

（外部） 

H_A-055 図 矩計図（５） ６～９Ｆ 室外機置

場  天井懐内の外壁面に凡例⑤防水型複層塗

材Ｅの記載がありますが、天井懐内の為、仕上

は不要と考えて宜しいでしょうか。 

矩計図を正とし、お見込み下さい。 

127 

（内部） 

H_A-100・H_A-103 図 内部柱型はＯＷ－０１ 

ＲＣ壁の凡例ですが、外壁に接していない柱に

断熱材は不要と考えて宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

128 

（内部） 

又、柱型の一部に壁凡例の無い部分が有ります

が、クロス・塗装仕上の室については柱型全て

ＧＬ工法の石膏ボード下地と考えて宜しいで

しょうか。 

宜しいです。 



129 

（内部） 

M_A-010・H_A-011 図 特記仕様書(5) 左官工

事に合成樹脂エマルション模様塗料(ＥＰ－Ｔ)

の商品名が記載有りますが、内部仕上表で範囲

が不明です御指示下さい。 

共用廊下部を EP-T と読み替え願います。 

130 

（内部） 

H-A-011 図 内部仕上表 共通事項２１にケイ

カル板は天井まで継目なしと有りますが、天井

ケイカル板の目地仕様が不明です。同じく継目

なしと考えて宜しいでしょうか。 

 

目透かし工法としてください。 

131 

（内部） 

H_A-098 図 壁仕上凡例 ３Ｍダイノックシー

トの下地はケイカル板 Ｔ６ 目透し工法と考

えて宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

132 

（内部） 

H_A-098 図 壁仕上凡例 ラコベルカラーガラ

スの裏面ボードは塗装無しと考えて宜しいで

しょうか。 

宜しいです。但しボード面下地処理までとしま

す。 

133 

（内部） 

H_A-098・H_A-126 図 壁仕上凡例 サンゲツ腰

壁シートの記載有りますが、高さは全てＨ９０

０と考えて宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

134 

（内部） 

H-A-012・H-A-247 図 冷蔵室・冷凍室は内部

仕上表では、壁天井ＮＡＤ塗装＋ケイカル板で

すが、厨房詳細図ではプレハブパネルと異なり

ます。厨房詳細図を正と考えて宜しいでしょう

か。 

お見込みの通りです。 

厨房詳細図を正としてください。 

135 

（内部） 

H_A-148・H_A-174 図 下記場所の壁端部に建

具符号が有りませんが、建具ＳＦ－４同仕様の

一方枠と考えて宜しいでしょうか。 

・Ｂ１階中央監視事務室～休憩室 

・Ｂ１階放射線前室－０４ 洗面化粧台横 

宜しいです。 

当該箇所に SF-4 同仕様の一方枠をお見込みく

ださい。 

136 

（内部） 

H_A-190 図 Ｄ３－１５詳細にアスファルト防

水＋断熱材の記載が有りますが、断熱材の適用

範囲が不明です。内部仕上表のアスファルト防

水室全てと考えて宜しいでしょうか。 

断熱材の適用範囲は H_A-140,141 の断熱範囲図

を正としてお見込み下さい。 



137 

（内部） 

H_A-192 図 Ｄ５－１２詳細に腰壁保護：アイ

カマーレスボードが記載有りますが、施工範囲

が不明です御指示下さい。 

今回設置不要です。 

138 

（内部） 

H_A-249 図 厨房詳細図において冷蔵庫室部分

のにスラブ下発泡断熱材２５～５０mm と有り

ますが、Ｔ２５として宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

139 

（内部） 

H_A-011～30 図、仕上表でＨＣＷＣにＩ型手摺

の記載がありますが多目的トイレ詳細図では

Ｌ型手摺となっており相違します。Ｉ型手摺を

正と考えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

 

140 

（内部） 

上記Ｉ型手摺の参考メーカー、商品名をご指示

ください。 

TOTO：T112C6 同等品をお見込みください。 

141 

（内部） 

H_A-011～30 図、仕上表でＨＣＷＣに前方ボー

ドの記載がありますが多目的トイレ詳細図に

記載がありません。参考メーカー、商品名をご

指示ください。 

TOTO：EWC740 同等品をお見込みください。 

142 

（内部） 

H_A-193 図、D6-06 各所ライニング詳細図に特

記なき限り大便器設置箇所には点検口（300 角）

を設けることとありますが、点検口（300 角）

の仕様をご指示ください。 

H_A-191 図、D4-09 の壁用点検口同等（300 角）

をお見込み下さい。 

143 

（内部） 

H_A-193 図、D6-16 収納式多目的シート詳細図

に設置箇所は平面図による。１か所とあります

が、平面図の数量とし１か所は誤記と考えて宜

しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

平面図および水廻り詳細図の数量を正として

ください。 

144 

（内部） 

多目的トイレの紙巻器品番が下記の様に異な

ります。給排水衛生設備器具表を正と考えて宜

しいでしょうか。 

H_A-193 図、D6-０７多目的トイレ：ＴＯＴＯ 

ＹＨ７０１ 

H_P-A-002 図：ＴＯＴＯ ＹＨ１２１ＭＫ 

 

ＹＨ１２１ＭＫを正としてください。 



145 

（内部） 

H_A-027 図、029 図 仕上表 8･9F 特床室にミ

ニキッチンの記載がありますが詳細が不明で

す。参考メーカー、商品名をご指示ください。 

LIXIL シエラ 1106B 同等品をお見込みくださ

い。 

146 

（内部） 

H_A-191 図、D4-10 及び D4-11 詳細図に床下点

検口設置場所にはタラップＤ１－２０を設け

るとありますが、Ｄ１－２０はタラップ詳細で

はありません。タラップはステンレスφ２２、

Ｗ４００と考えて宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

147 

（内部） 

H_A-098・H_A-190 図 ＥＶホールや各待合受

付にデザイン壁（Ｄ３－２７・２８・２９詳細）

と記載有りますが、Ｄボード天井とする範囲が

不明です。デザイン壁のあるＥＶホールや各待

合受付の天井全面と考えて宜しいでしょうか。 

宜しいです。 

148 

（建具） 

H_A-162 図 建具表ＳＳＤ－７のＨ寸法につい

て、姿図はエンジンボックスを含めてＨ２７０

０、建具寸法欄はＨ３０００となっており異な

ります。扉・ＦＩＸ部Ｈ２７００＋ドアエンジ

ンＨ３００＝合計Ｈ３０００と考えて宜しい

でしょうか。 

お見込みの通りです。 

149 

（建具） 

H_A-162.173 図 建具表 下記建具のＨ寸法が

姿図と建具寸法欄で異なります。姿図を正と考

えて宜しいでしょうか。 

 （符号）   （姿図） （寸法欄） 

①ＳＳＤ－８ Ｈ２４００  Ｈ２０００ 

②ＳＳ－４  Ｈ２７００  Ｈ２０００ 

③ＳＳ－５  Ｈ２７００  Ｈ２０００ 

お見込みの通りです。 

150 

（建具） 

H_A-148.152.158.162.163.165 図 建具表 下記

スチール製建具の仕上にＳＯＰとありますが、

外部建具のため、他の外部スチール製建具に倣

いＤＰに読み替えて宜しいでしょうか。 

①ＳＷ－１（地下１階中央監視事務室のみ） 

②ＳＤ－３７（４階メンテナンスバルコニー） 

③ＳＤ－４６（１０階電気室） 

お見込みの通りです。 



④ＳＤ－４７（１０階前室） 

⑤ＳＤｆ－７０（１０階発電機室） 

151 

（建具） 

H_A-159.160.161.162.173 図 建具表の下記金

物の凡例が不明です御指示下さい。 

①ＡＧ、ＡＷ、ＳＳ、ＳＳｆ：ＡＳ 

②ＳＳＤ：ＡＸ 

AS：付属金物一式 

SSD の AX は AS と読み替え下さい。 

152 

（建具） 

H_A-160.161 図 アルミ製サッシの網戸につい

て、建具表にＡＷ－２１等にプリーツ網戸の記

載がありますが、記載がないサッシについては

網戸は不要と考えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

153 

（建具） 

H_A-160.161 図 上記質疑が異なり、記載なき

サッシについても網戸が必要な場合は、該当建

具と網戸型式を御指示下さい。 

No.152 の回答を参照ください。 

154 

（建具） 

H_A-161 図 建具表ＡＷ－２１他 Ｌｏｗ－Ｅ

ガラスに（ＬＰ）とありますが凡例が不明です。

ＡＧＣメーカーカタログよりピュアクリアと

考えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

155 

（建具） 

H_A-162.207/F06 図 受付窓ＳＷ－１のガラス

仕様が建具表はＦＬ－６、家具詳細図 受付窓

カウンターは強化ガラスｔ８と異なります。家

具詳細図を正と考えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

156 

（建具） 

H_A-067～097.162 図 建具表 各ＳＷに額縁、

膳板の記載がありますが、平面詳細図では額縁

はなく枠納まりに見受けられます。スチールサ

ッシのため枠＋付け額縁ではなく、全て枠納ま

りと考えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

157 

（建具） 

H_A-162 図 建具表ＳＳＤ－１、ＳＳＤ－６、

ＳＳＤ－１２の姿図に化粧シート（３Ｍ ＮＡ

ＮＯＦＧＩＭ）の指示があり、備考欄に飛散防

止フィルムとありますが、化粧シートに飛散防

止仕様があるため、別途飛散防止フィルムは不

要と考えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 



158 

（建具） 

H_A-163 図 建具表ＳＤ－１５の電気錠有無が

符号凡例はＥ（電気錠）、錠欄はＥ記載なしと

異なります。電気錠付きを正と考えて宜しいで

しょうか。 

お見込みの通りです。 

159 

（建具） 

H_A-163.164 図 建具表の下記建具の型式が姿

図と建具形態欄で異なります。姿図を正と考え

て宜しいでしょうか。 

（符号）（姿図）（建具形態欄） 

①ＳＤ－４８：両開き戸 片開き戸 

②ＳＤ－４９：両開き戸 片開き戸 

③ＳＤｆ－３０：親子開き戸 片開き戸 

④ＳＤｆ－３１：親子開き戸 片開き戸 

お見込みの通りです。 

160 

（建具） 

H_A-165～172.183.184 図 軽量スチール製建

具ＬＳＤ、ＬＳＤｆ、ＬＳＤｈ、ＬＳＤｈｆの

仕上が各図面で下記の様に異なります。防火性

能がないＬＳＤ、ＬＳＤｈは扉化粧鋼板 枠Ｓ

ＯＰ、防火性能があるＬＳＤｆ、ＬＳＤｈｆが

扉・枠共にＳＯＰと考えて宜しいでしょうか。 

＜各図面の仕上＞ 

・建具表：一部化粧塩ビシート貼りを除きＳＯ

Ｐ 

・建具詳細図（４）：ＬＳＤｈｆ－５０は扉・

枠共にＳＯＰ 

・建具詳細図（５）：ＬＳＤ開戸、ＬＳＤｈ引

戸の扉は化粧鋼板 

建具表を正とし、扉・枠共にＳＯＰとお考え下

さい。尚、扉は SOP 焼付塗装、枠は SOP 現場

塗装にてお見込み下さい。 

161 

（建具） 

H_A-168～172 図 建具表ＬＳＤｈ－１２等ハ

ンガーレールの記載がないＬＳＤ引き戸があ

りますが、ＬＳＤｈ・ＬＳＤｈｆは全てハンガ

ードアと考えて宜しいでしょうか。 

 

お見込みの通りです。 

162 

（建具） 

H_A-168 図 建具表ＬＳＤｈ－６のガラス仕様

にフロストガラスとありますが厚みが不明で

す。厚み６と考えて宜しいでしょうか。 

 

お見込みの通りです。 



163 

（建具） 

H_A-169 図 建具表ＬＳＤｈ－５２－１のドア

ガラリについて、符号凡例にＧ（ガラリ）があ

りませんが、ガラリ欄にドアガラリＡの記載が

あり異なります。ドアガラリＡを正と考えて宜

しいでしょうか。 

符号凡例を正とし、ドアガラリ無しとお考え下

さい。 

164 

（建具） 

H_A-171 図 建具表の下記建具のアンダーカッ

トについて、符号凡例にＵ（アンダーカット）

がありませんが、備考欄にアンダーカットの記

載があり異なります。アンダーカットは必要と

考えて宜しいでしょうか。 

①ＬＳＤｈｆ－３ 

②ＬＳＤｈｆ－７ 

符号凡例を正とし、アンダーカット無しとお考

え下さい。 

165 

（建具） 

H_A-171 図 建具表ＬＳＤｈｆ－６他、防火性

能がある建具に取付くドアガラリはＦＤ付き

と考えて宜しいでしょうか。 

防火性能がある建具に取付くドアガラリはア

ンダーカット 10mm に読み替え下さい。 

166 

（建具） 

H_A-172 図 建具表の下記建具の防火性能が符

号凡例と法規制欄で異なります。○を正と考え

て宜しいでしょうか。 

（ 符 号 ）       （ 符 号 凡 例 ）     

（法規制） 

①ＬＳＤｈｆ－４２ 防火性能記載なし 特

定防火設備○ 

②ＬＳＤｈｆ－７１ 特定防火設備○  防

火性能記載なし 

③ＬＳＤｈｆ－７２ 特定防火設備○  防

火性能記載なし 

お見込みの通りです。 

167 

（建具） 

H_A-173 図 シャッターのレール、マグサ、座

板仕様が不明です。全てステンレスＨＬと考え

て宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

168 

（建具） 

H_A-175 図 建具表 パーティションＰＴのガ

ラス仕様が不明です。下記の様に考えて宜しい

でしょうか。 

①床付ガラス部：強化ガラスＴ８ 

お見込みの通りです。 



②腰上ガラス部：強化ガラスＴ６ 

③欄間ガラス部：強化ガラスＴ６ 

169 

（建具） 

H_A-146.147.180～182 図 アルミ製建具の耐

風圧性、水密性が下記の様に異なります。建具

特記仕様書（１）を正と考えて宜しいでしょう

か。 

＜各図面の性能値＞ 

・建具特記仕様書（１）：耐風圧性Ｓ－６、水

密性Ｗ－５ 

・建具特記仕様書（２）：耐風圧性Ｓ－７また

はＳ－８、水密性Ｗ－６またはＷ－７ 

・建具詳細図（１）～（３）：耐風圧性３６０

０Ｐａ（Ｓ－７）または４５００Ｐａ（Ｓ－８）、

水密性１０００Ｐａ（Ｗ－６）または１５００

Ｐａ（Ｗ－７） 

 

建具特記仕様書（２）及び建具詳細図を正とし

て下さい。 

170 

（建具） 

H_A-146.147.180～182 図 上記質疑が異なり、

建具特記仕様書（２）または建具詳細図が正の

場合、それぞれ性能が２種類の記載があるため

区分が不明です。各性能の該当建具をそれぞれ

御指示下さい。 

 

原則、耐風圧性 S-8（4,500）、水密性 W-7（1,500）

を基本とします。 

建具表の備考欄に三協ｱﾙﾐ/ｱｰﾑｽ同等品と記載

の建具のみ水密性 W-6（1,000）に読み替え、 

AW-26 の外倒し排煙窓のみ耐風圧性 S-7

（3,600）に読み替え下さい。 

171 

（建具） 

H_A-146 図 建具特記仕様書 ４鋼製建具及び

５鋼製軽量建具の簡易気密性型ドアセットは

ＳＡＴ及びＡＴが該当すると考えて宜しいで

しょうか。 

 

お見込みの通りです。 

172 

（建具） 

H_A-160.161.176～179 図 下記建具のガラス

仕様が建具表とガラス種別図で異なります。ガ

ラス種別図を正と考えて宜しいでしょうか。 

（符号）    （建具表）   （ガラス種別図） 

①ＡＷ-2-1  ＦＬ8      ＦＬ12 

②ＡＷ-25   ＦＬ10     ＦＬ10、ＦＬ12（Ｗ

1390×Ｈ1600ＦＩＸ部） 

③ＡＷ-28  ＦＬ10      ＦＬ10、ＦＬ12

お見込みの通りです。 



（Ｗ1390×Ｈ1600ＦＩＸ部） 

④ＡＷ-36-1 ＦＬ8、ＦＬ19 ＦＬ12、ＦＬ19 

173 

（建具） 

H_A-188/D1_20 図 部分詳細図 屋上配管取出

口に「ハト小屋には点検口（６００×６００）

各１ヶ所を設ける」とありますが、仕様はスチ

ール製 片開き扉 ＤＰ塗装と考えて宜しいで

しょうか。 

お見込みの通りです。 

174 

（建具） 

H_A-180.181.182 図 建具廻りシーリングにつ

いて、建具詳細図にてシングル／二重シーリン

グの２種類の図示があり、また上枠／下枠で寸

法が異なり、詳細図で図示された建具以外のシ

ーリング仕様が不明です。シングル／二重シー

リングのそれぞれ寸法毎の該当範囲を御指示

下さい。 

シングルシール及びH_A-180の各種寸法を基本

とし読み替え下さい。 

175 

（外構） 

Ｈ_Ａ-054～056 図  外部にフトンカゴ土留め

別紙参照とありますが、別紙が見当たりませ

ん。範囲・詳細を御指示下さい。 

外構図を正とし、フトンカゴは取りやめとお考

え下さい。 

 

176 

（外構） 

図面に記載の無い外構工作物コンクリート及

び捨てコンクリートの強度が不明です。下記と

考えて宜しいでしょうか。 

①外構工作物コンクリート：ＦＣ２１・Ｓ１

８・構造体強度補正は適用しない 

②小重力擁壁コンクリート：ＦＣ１８・Ｓ１８ 

③捨てコンクリート：ＦＣ１８・Ｓ１８ 

① 24-8-25 

 

② 21-8-40 

 

③ 18-8-40 

177 

（外構） 

H_C-012～014 図に「裏込め：軽量材使用」と

記載がございますが、軽量材の材料をご指示く

ださい。 

スーパーソル L2（同等品）として下さい。 

178 

（外構） 

Ｈ_Ｃ-012～016 図  擁壁及び階段工壁の仕上

げが不明です。下記と考えて宜しいでしょう

か。 

①壁：コンクリート打放補修仕上げ 

②天端：コンクリート金鏝仕上げ 

 

お見込みの通りです。 



179 

（外構） 

Ｈ_Ｃ-015 図  階段段鼻のカッター目地のサイ

ズが、下記の様に異なります。詳細図を正と考

えて宜しいでしょうか。 

①平面図：３ｍｍ×５ｍｍ 

②詳細図：１ｍｍ×３ｍｍ 

 

②の詳細図：１ｍｍ×３ｍｍとしてください、 

180 

（外構） 

Ｈ_Ｃ-015 図  階段の排水溝のＨ寸法が不明で

す。Ｈ５０と考えて宜しいでしょうか。 

 

 

Ｈ３０ としてください。 

181 

（外構） 

Ｈ_Ｃ-028 図  階段のスラブ下地業・仕上・排

水溝のＨ寸法が不明です。下記と考えて宜しい

でしょうか。 

①スラブ下地業：捨てコンクリートＴ５０、砕

石Ｔ６０ 

②仕上げ：踏み面及び立上り天端、コンクリー

ト金鏝仕上げ 蹴上及び立上り、コンクリート

打放補修仕上げ 

③排水溝のＨ寸法：Ｈ５０ 

 

 

①お見込みの通りです。 

②お見込みの通りです。 

③Ｈ３０ としてください。 

182 

（外構） 

Ｈ_Ｃ-042 図  サイン基礎天端の仕上げが不明

です。コンクリート金鏝仕上げと考えて宜しい

でしょうか。 

 

露出する箇所は金鏝仕上げとしてください。 

183 

（外構） 

Ｈ_Ｃ-044 図  液酸タンク置場の仕上げが不明

です。下記と考えて宜しいでしょうか。 

①天端：コンクリート金鏝仕上げ 

②立上り：コンクリート打放補修仕上げ 

 

①，②お見込みの通りです。 

184 

（外構） 

Ｈ_Ｃ-044 図  液酸タンク置場の地業下地盤改

良は不要と考えて宜しいでしょうか。 

 

No.103 の回答を参照ください。 



185 

（外構） 

Ｈ_Ｃ-044 図  液酸タンク置場の設備基礎の配

筋が不明です。下記と考えて宜しいでしょう

か。 

①５００×５００×Ｈ５０の基礎：配筋不要 

②他Ｈ２００の基礎：Ｄ１３＠２００ 

① 不要でお見込みの通りです。 

② お見込みの通りです。 

186 

（外構） 

Ｈ_Ｃ-044 図  平面図の液酸タンク置場に８０

０×３００×２００の基礎がありますが、４，

５００×７，０００×Ｔ５００の基礎からはみ

出ています。４，５００×７，０００の基礎上

にあると考えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

187 

（外構） 

上記質疑、８００×３００×２００の基礎が平

面図通りの位置が正の場合、断面詳細を御指示

下さい。 

No.186 の回答を参照ください。 

188 

（外構） 

ＰＤ_Ｃ-002 図  撤去計画平面図、凡例の左に

「カジュマル以外は撤去処分する事。」の記載

が有りますが、カジュマルの本数が不明です。

ご指示ください。 

1 本です。 

189 

（外構） 

Ｍ_Ａ_002 図  マスター工事特記仕様書、１３

外構関係に「１２先行土木工事部分の仕上復旧

工事」の記載が有りますが仕様・詳細・範囲が

不明です。御指示下さい。 

H_C の外構図最終頁の STEP3・4 検討図を確認

ください。仕様は現状同等復旧とします。 

190 

（外構） 

Ｍ_Ａ_009 図  建築工事特記仕様書（４）、２３

植栽及び屋上緑化工事の１植栽地の確認に

（４）植込み用土：赤土のみの記載が有ります

がＨ寸法が不明です。３００ｍｍと考えて宜し

いでしょうか。 

 

お見込みの通りです。 

191 

（外構） 

Ｈ_Ｃ_020 図  雨水排水構造図１、ＤｏＡオー

ルグレーチング型の記載が有りますがグレー

チング蓋の材種・耐荷重不明です。御指示下さ

い。 

 

T-25 スチール製溶融亜鉛メッキとしてくだ

さい。 



 

192 

（外構） 

Ｈ_Ｃ_034 図  舗装断面図、８石張舗装－１．

２の記載が有りますが土間コンクリートの配

筋が不明です。御指示下さい。 

ワイヤーメッシュ１５０×１５０×６として

ください。 

193 

（外構） 

Ｈ_Ｃ-046 図  地下タンク基礎の壁及びタンク

受けの配筋が不明です。Ｄ１３＠２００ダブル

と考えて宜しいでしょうか。 

お見込みの通りです。 

194 

（外構） 

Ｈ_Ｃ-046 図  地下タンク基礎の外壁防水モル

タルの立下りＨが不明です。Ｈ４００と考えて

宜しいでしょうか。 

外壁面全てを防水ﾓﾙﾀﾙとして下さい。 

195 

（外構） 

H_A-003 図他に消火水槽 80ｔの記載がござい

ますが、詳細が不明です。別途工事と考えて宜

しいでしょうか。 

補足資料（回答 No.195 別紙）をお見込み下さ

い。 

196 

（改修） 

撤去範囲の既存アスファルト舗装の構成をご

指示ください。 

アスファルト５０ｍｍとしてください。 

197 

（共通） 

STEP4にあります仮設スロープは別途としてよ

ろしいでしょうか。今回工事に含まれる場合追

加詳細をお願い致します。 

ＳＴＥＰ４の図面と右下の数量を参照し計上

願います。 

198 
（共通） 

確認済証取得予定日をご指示ください。 

2022年1月下旬～2月上旬の取得を予定してい

ます。 

199 

（共通） 

構造適判・大臣認定取得予定日をご指示くださ

い。 

大臣認定は令和 3 年 10月 25 日付けで取得済み

です。なお、本工事に構造適判対象の建物はあ

りません。 


